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場
所
の
記
憶
/
全
祖
望
の
記
録

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
歴
史
は
降
り
積
も
り、
や
が
て
発
酵
し
て
文

化
に
な
る。
場
所
こ
そ
が
文
化
を
蓄
積
さ
せ
る
器
な
の
だ。
「
場

所
に
開
く」
と
は、
場
所
の
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ

る
歴
史
と
文
化
を
再
び
解
き
放
つ
試
み
な
の
だ(
1)G

全
祖
望一
(一
七
O
五
1一
七
五
五、
山子
は
紹
衣、
号
は
謝
山、
郵
県

の
人)
は、
歴
史
研
究
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
り
得
る
史
資
料
を
多
く

残
し、
そ
れ
ら
は
現
在
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る。
そ
の
中

で
も、
明
清
交
替
期
に
関
わ
る
史
資
料
の
収
集・
整
理
が
特
に
有
名
で

あ
る
が、
思
想
史
研
究
の一
環
と
し
て
著
さ
れ
る
本
稿
で
は、
書
院
や

蔵
書
楼
と
い
っ
た
文
化
地
点
に
関
す
る
全
祖
望
の
記
録
に
着
目
し
て
み

た
い。
「
独
創
性」
が→
つ
の
指
標
と
な
る
思
想
史
研
究
で
全
祖
望
が

大
き
く
扱
わ
れ
る
こ
と
は
(
と
り
わ
け
日
本
に
お
い
て
は)
多
く
な

い。
彼
は
確
か
に
「
継
承
者」
で
あ
り
「
整
理
者」
で
あ
り
「
記
録

者」
で
あ
っ
た。
だ
が、
『
宋
元
学
案』
の
増
補
修
訂(
2)
と
い
う
作

業一
つ
を
取
っ
て
み
て
も、
そ
の
功
績
(
後
世
の
思
想
史
観
に
与
え
た

影
響)
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
いコ
所
束、
特
に
寧
波
地
域
出
身

の
思
想
家に
関して
は、
全
祖望の
熱心
な
記
録
//顕
彰の
営み
が
無

早
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け
れ
ば、
彼
ら
の
多
く
が
現
今
の
よ
う
な
形
で
思
想
史
の
中
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う。
こ
の
よ
う
な
点
を
鑑
み
る
と

き、
全
祖
望
の
記
録
の
特
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は、

極
め
て
有
益
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。
書
院
や
蔵
書
桜
に
関
す
る

全
但
望
の
記
録
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て、
そ
の
記
録
の
特
性
を
明

ら
か
に
し、
「
思
想
史」
の
構
築
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
再
考
す
る一

助
と
し
た
い。

書
院
や
蔵
書
楼
と
い
っ
た
具
体
的
な
場
所
に
着
目
す
る
の
に
は、
も

う一
つ
理
由
が
あ
る。
人
は、
具
体
的
な
場
所
の
な
か
で
し
か
生
を
営

む
こ
と
は
で
き
な
い。
回目
頭
に
掲
げ
た
文
章
の
表
現
を
借
り
る
な
ら

ば、
そ
の
場
所
に
は
様
々
な
歴
史
と
文
化
が
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る。

こ
こ
で
は
そ
れ
を
「
場
所
の
記
憶」
と
言
い
換
え
た
い
の
だ
が、
そ
の

よ
う
な
「
場
所
の
記
憶」
に
触
発
さ
れ
て、
人
の
生
は
様
々
な
彩
り
を

帯
び
て
い
く
こ
と
と
な
る。
こ
こ
で
は、
思
想
家・
全
祖
望
に
お
い

て、
ど
の
よ
う
な
「
場
所
の
記
憶」
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
の
か、
そ

し
て
そ
の
出
会
い
を
通
じ
て
全
祖
望
の
言
説
に
ど
の
よ
う
な
彩
り
が
添

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
て
み
た

い。

そ
れ
は、

地
縁
血
縁
を
核
と
し
た
人
的
結
ムー
を
重
ん
じ
る
中
国
社



会
を
分
析
す
る
う
え
で、

さ
ら
に
は、

寧
波
地
域
に
対
す
る
場
所
愛
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E))
に
満
ち
あふ
れ
た
全
祖
望
とい
う
個
性を
分
析
す

る
う
えで
有
効な
視
点で
ある 。

こ
の
点に
関連
し
て 、
も
う一
点だ
け
付け
加
えて
お
き
たい 。
全

祖
望
の
思
想が
注
目
さ
れる
思
想
史
研
究
の
領
域と
し
て 、
「
新山
東
学

術
史」
「
漸
東
学
派」
研
究が
ある 。
様々
な
論
者が
様々
な
議
論
を

(
特に
大
陸・
台
湾で)
展
開し
て
い
る
注
目
すべ
き
研
究
領
域
で
は

ある
が 、
「
全
祖
望
と
い
う
枠
組み」
か
ら
自
由に
なっ
た
研
究 、
全

祖
望
の
問
題
意
識
の
水
準
を
超
え
た
研
究は
思い
のほ
か
少ない
よ
う

に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
ない 。
始め
か
ら
「
漸
東」
とい
う
枠
組み
を
所

与
の
前
提に
し
て
し
まっ
て
い
る
が
た
め
に 、
「
漸
東」
とい
う

場
所

の気
風が
本
当に
感
じ
ら
れる
も
のが
逆に
少ない
とい
う
点
も 、
問

題で
ある(4) O
そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
克
服
する
た
め
に
も 、
寧

波
とい
う
具
体
的
な
「

場
所
の
記
憶」 、
そ
れに
関す
る
「
全
祖
望
の

記録」
を
検
討し
て
お
くこ
と
が
不
可欠
な
ので
ある 。
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天
一

閣
に
万
巻
楼
を
見
る

全
祖
望の
「
天一
関
蔵
書
記」
とい
う
文
章は 、
実に
不
思
議な
文

章で
ある 。
鄭
県
の
人・
全
祖
望が 、
地
元に
ある
国
内
屈
指
の
蔵
書

楼に
つ
い
て
記し
た
文
章で
ある
か
らに
は 、
恐
ら
く
そ
の
偉大
さに

つ
い
て
口
を
極め
て
顕
彰してい
る
ので
ない
か
と
予
想して
読む
の

が
人
情で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、
そ
の
予想は
尽
く

裏切ら
れる 。
そこ

で
は 、
天一
閣主
人
の
沼
氏につ
い
て
積
極
的に
語ら
れるこ
と
は
な

く 、
別
の一
族
の
歴
史が
延々
と
語ら
れ
てい
る 。
考え
よ
うに
よっ

て
は 、
不
思
議と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
失
礼
と
称
すべ
き
文
章で
あ

ノヲ90，
こ
の
文
章
の
冒
頭で 、
全
祖
望は 、
天一
閣に
関する
黄
宗
義
の
文

章に
言
及し 、
自
分が
そ
れに
何を
付け
加
える
こ
と
が
で
き
よ
うか

と
謙
遜する 。
だ
が 、
こ
の通
り一

遍
な
遜
辞
の
後で 、
彼は 、
あ
る

一
族
の
歴
史に
つ
い
て
語り
出
す 。

た
だ 、
こ
の
楼
閣は
明
の
嘉
靖
年聞か
ら
始まっ
てい
る
け
れ

ど
も 、
楼
閣
中
の
書
籍は
嘉
靖か
ら
の
も
ので
は
な
く 、
も
と
も

と
は
城
西
豊
氏の
万
巻
楼の
旧
物で
あ
る 。
豊
氏は
清
敏公
の
後

立聞で
ある 。
わ
が
郷里に
お
ける
「
南
宋
四
姓」
の一
つ
で
あ
る

が 、
名
声・
人
徳
の
点
で
豊
氏
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る 。

・::・
農
氏は
清
敏公
よ
り

後も 、
代々

、
名
声ある
人
が
続
出し

た
ので 、
書
籍
収
集
の
多
さ
で
も
ま
た
並
ぶ
も
のが
な
かっ
た 。

豊
照
の
子で
あ
る
豊
坊(5)
が
晩
年に
心
の
病
を
患い 、
書
籍

と
墨
蹟
の
位
界に
耽
溺してい
る
う
ちに 、
そ
の
家産
のほ
と
ん

ど
を
使い
果た
して
し
まい 、
楼上
の
書
籍も 、
宋
版や
写
本の

た
ぐい
は
門生
た
ちに
よっ
て
六
割が
た
盗み
取ら
れ
て
し
まっ

た 。
後に
は
大
火に
も
遭い 、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
し

まっ
た 。

(
天一
閣
主
人で
あ
る)
侍
郎
の
沼
欽
氏は
も
と
も
と
書
籍の

購入
が
好
き
で
あ
り 、
かつ
て
豊
坊
のとこ
ろ
か
ら
書
籍を
紗
写

し 、
ま
た
(
彼に)
蔵
書
記を
執
筆し
て
く
れる
よ
う
求め
たこ

とが
あっ
た 。
事こ
こ
に
至っ
て 、
幸い
に
も
残っ
た
(
堂
氏の

蔵
書
の)
余
りは
天一
閣
に
帰
する
こ
と
と
なっ
た 。
さ
ら
に 、

少し
ば
か
り王

世
貞と
交
換で
紗
書
を
行っ
て
蔵
蓄
を
増や
した

ので 、
豊
氏
の旧
観
を
取
り

戻すこ
と
は
で
きてい
ない
け
れ
ど
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も、
そ
れ
で
も
市
東
地
方
の
雄
た
り
得
た
の
で
あ
る。
・
::
〔
但

是
閣
肇
始
於
明
嘉
矯
問、
而
問
中
之
書
不
自
嘉
靖
始、
回
城
西
豊

氏
蔦
巻
棲
審
物
也。
豊
氏
局
清
敏
公
之友閥、
五口
郷
南
宋
四
姓
之

一
、
而
名
徳
以
豊
局
最。
:・:
豊
氏
自
清
敏
後、
代
有
間
人、
故

其
緊
書
之
多
亦
莫
輿
比c
治
照
子
道
生
晩
得
心
疾、
涼
倒
於
書
淫

墨
癖
之
中、
喪
失
其
門家
殆
差、
而
棲
上
之
書、
凡
宋
葉
興
官何
本、

矯
門
生
輩
縞
去
者
幾
ト
之
六。
其
後
又
遭
大
火、
所
存
無
幾。
泡

侍
郎
欽
素
好
購
書、
先
時営日
従
道
生
紗
書、
旦
求
其
作
蔵
書
記。

至
是
以
其
幸
存
之
録、

臨
於
H疋
閣。
又
柏
役人昇
州
互
紗
以
増
益

之、
難
未
能
復
豊
氏
之
奮、
然
亦
雄
視
湖
東
君c
i--
「
天一
閣

蔵
書
記」、
『
結
埼
亭
集』
外
編
巻一
七

*
以
下、
全
祖
望
の
引

用
は
す
べ
て
『
結
埼
亭
集』
に
拠
り、
編
名・
巻
数
の
み
を
記
す

こ
と
と
す
る。
『
結
局
亭
集』
は、
国
立
編
訳
館
か
ら
出
版
さ
れ

た
倉
海
雲
校
注
本
を
使
用
し
た。〕

「
南
宋
四
姓」
と
は、
史
浩
ら
の
流
れ
を
汲
む
史
氏、
鄭
清
之
を
輩
出

し
た
鄭
氏、
楼
鎗
ら
の
流
れ
を
汲
む
楼
氏、
そ
し
て
「
清
敏
公」
こ
と

豊
稜
(一
O二
二二
1一
一
O
七、
北
宋
時
代
に
宰
相
を
務
め
た)
の
後

喬
た
る
豊一
氏
の
こ
と
で
あ
る。
こ
れ
ら
の一
族
は、
南
宋
以
来、
絶
え

る
こ
と
な
く
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
続
け
た、
寧
波
地
域
を
代
表
す
る

名
族
で
あ
る
(
と
み
な
さ
れ
る)。
そ
の
中
で
も
卓
越
し
た
存
在
で

あ
っ
た
豊
氏
の
蔵
書
の、

幸
い
に
残
っ
た
書
籍
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で

〔
以
其
幸
存
之
絵、
日町
於
是
閣〕、
天一
閣
は
祈
東
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ

か
せ
る
こ
と
と
な
る(
6)。
も
ち
ろ
ん、
万
巻
楼
の
以
前
の
勢
い
に
は、

お
よ
そ
届
い
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
〔
難
未
能
復
豊
氏
之
嘗〕。
先

に、
全一
組望の
こ
の
蔵
書
記を
{
不
思
議と
い
う
よ
り
は
むし
ろ
失
礼

と
称
す
べ
き
文
章」
と
評
し
た
が、
こ
れ
ら
の
表
現
を
日
に
し
た
沼
氏

の
心
情
は
さ
ぞ
や
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う。

全
祖
望
が、
天一
閣
の
蔵
書
と
城
西
豊
氏
万
巻
楼
と
の
因
縁
を
強
調

す
る
の
は、
こ
の
蔵
書
記
だ
け
で
は
な
い。
彼
は
「
天一
閣
碑
日
記」

(
外
編
巻一
七)
と
い
う
文
章
に
お
い
て
も、
「
侍
郎
の
活
欽
氏
が
金
石

を
愛
好
す
る
の
は、
思
う
に
豊
氏
か
ら
引
き
継
い
だ
風
習
で
あ
る
〔
泊

侍
郎
之
喜
金
石、
蓋
亦盟一E
氏
之
徐
風〕」
と
述
べ
て
い
る。
「
菖向
物」
と

い
い、
「
絵
風」
と
い
い、
「
雄
未
能
復盟一臣
氏
之
蓄、
然
亦
雄
視
湖
東

惹」
と
い
う。
ま
る
で
彼
の
興
味
関
心
の
所
在
は、
現
存
す
る
「
沼
氏

天一
閣」
に
は
全
く
な
く、
ム7
は
無
き
「
豊
氏
万
巻
楼」
に
の
み
注
が

れ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る。
全
祖
望
は
何
故、
こ
の
よ
う
な
「
記

録」
の
残
し
方
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
つ

理
由
を
解
明
す
る
て
が
か
り
の一
端
は、
全
祖
望
が、
黄{一不
義
の
文

章
「
天一
閣
蔵
書
記」
(
中
華
書
局
『
黄
梨
洲
文
集』
四
O
O
百九)
と

同
じ
題
名
の
文
章
を
も
の
し
た
と
い
う
事
実
に
見
い
だ
せ
る
で
あ
ろ

う。
黄
宗
義
の
「
天一
閣
蔵
書
記」
は、
江
南
地
万
の
蔵
書
史
を
知
る

上
で
も、
黄
宗
義
の
学
問
の
あ
り
方
を
知
る
上
で
も、
格
好
の
資
料
で

あ
る。
全
祖
望
は、
自
ら
語
っ
て
い
る
よ
う
に
こ
の
文
章
を
ふ
ま
え、

引
き
継
い
で
い
る。
そ
し
て、
こ
のE
X
草
が
語
っ
て
い
な
い
事
項、
つ

ま
り
「
氾
氏
天一
閣
の
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
が
豊
氏
万
巻
楼
の
旧
物
で
あ

る」
こ
と
に
焦
点
を
絞
っ
て
詳
述
し
た
わ
け
で
あ
る。

た
だ
し、
そ
れ
は、
不
足
し
て
い
た
事
実
を
「
補
足」
す
る
と
い
う

以
上
に
大
き
な
意
味
を、
少
な
く
と
も
全
祖
望
に
と
っ
て
は
有
し
て
い

た
は
ず
で
あ
る。
例
え
ば、
次
の
文
章
を
見
て
い
た
だ
き
た
い。

マ向
上
[
寧
波]
に
お
け
る
学
問
の
正
統
は、
由佳
暦
五
先
生
か
ら
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始
ま
る。

そ
の
時、

豊
稜
氏
は
(
五
先
生
の
一

人
で
あ
る)

楼
郁

か
ら
学
問を
授か
り 、

王
説
の
学
友
で
あっ
た 。
(
寧
波に
お
け

る
学
統
は)
淳
照
四
先
生
の
と
き
に
再
び
盛
ん
に
な
る 。
そ
の

時 、
(
豊
稜
の四
陛
孫
の)
豊
有
俊
氏は
(
四
先
生
のメ
ンバ
ー

で
ある)
楊
筒・
哀
愛よ
り
も
少し
後の
世
代で
は
あっ
た
け
れ

ど
も 、
朱氏・
陸
氏
の
閣で
同じ
く

講学し
た
仲で
ある 。
明
代

の
嘉
靖
年間に
は 、
張
邦
奇が
学
聞を
論
じ 、
新
建・
増城
(つ

ま
り
王
守
仁・
湛
若
水)
の
偏
向
ぶ
り
を
か
な
り

修
正
し
た
が 、

そ
の
時 、
豊
照
氏は
同
調
者で
あっ
た 。
世
間
の
人
は 、
「
呂田
上

回
大
姓」
が 、
朝廷
の
高位
高
官に
登
りつ
め
る
者を
多く
輩
出

し
たこ
と 、
豊
氏
も
そ
の一
つ
で
ある
こ
と
は
知っ
てい
る
け
れ

・
ど
も 、
三
百
年の
(
首
上
の)
学
問
の正
統が
連
綿と
続い
て
き

た
中
で 、
豊
氏が
必
ず
そ
こ
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な

い 。
何
と
も
盛
ん
なこ
と
で
あ
る 。
〔
爵
上
向学
統 、
肇
開
於
慶
暦

五
先
生 。
時
則
翠
清
敏公
受
業
於
正
議
棲
公 、
而
桃
源
之
友
也 。

再
盛
於
淳
照
四
先
生 。
時
則
豊
制
使公
宅
之
於
楊
哀 、
難
稲
晩

出 、
而
同
議
向学
於
朱陸之
問
者
也 。
及
明
嘉
靖
中 、
張
文
定
公
論

撃 、
頗
矯
新
建・
増城
之
偏 、
時
則
望
事土
公 、
其
同
心也 。
陛

知
南
上
四
大
姓 、
重
圭
累
表 、
豊
氏
輿
其一 、
而
不
知三
百
年之

島ナ
統 、
綿
綿
延
延 、
豊
氏
必
参
其
問 、
鳴
呼
盛
失 。
「
豊
島ナ士
董

像
記」 、
外
編
巻一
九)(7)

黄
宗
義
以
上に
「
雨上」
に
強い
愛
着を
もっ
全
祖
望は 、
寧
波
学
術

史に
大
き
な
貢
献を
果た
し
た
城
西豊
氏
のこ
と
を 、
賞
宗
義
以
上に

高く 、
そ
して
系
譜
的に
評
価する 。
右
の
引
用か
ら 、
豊
氏一
族に

対
する
強い
敬
意
の
念を
読み
取る
こ
と
が
で
きる
だ
ろ
う 。

さ
ら
に
は、'b
「
我
が
家
の
蔵
書
は、

先
侍
郎
公
(
B)

以
来、

そ
の
大

半は
城
西豊
氏
のとこ
ろ
か
ら
紗
写
し
た
も
ので
ある
〔
予
家
自
先
侍

郎公
蔵
書 、
大
半
紗
之
城
西豊
氏 。
「
健主主山
房
蔵
書
記」 、
外編
巻一

七こ
とい
う
よ
うに 、
全
氏一
族は
城
西
豊
氏
の
蔵
書か
ら
直
接
的

な
恩
恵
を
受
けて
い
た 。
そ
の恩
義を 、
全
祖
望が
感じてい
なかっ

た
は
ずが
ない 。
ま
た 、
全
氏一
族
の
蔵
書は
大
半が
そ
の
後
失
わ
れ

て
し
ま
う
のだ
が 、
原
因
の
違い
こ
そ
あ
れ 、
豊
坊
の
代で
蔵
書
の
多

く
を
失っ
て
し
ま
う
豊
氏一
族
の
歴
史と
自ら
の一
族
の
そ
れ
と
を
重

ね
合
わせ
てい
た
のか
も知
れ
ない 。
「
紫
清
観
蓮
花
塘
記」
(
外編
巻

一
八)
の
冒
頭で
全
祖
望は 、
豊
穣
の
人
生に
関
連
し
て
「
宋
代
の
宰

相で
あっ
た
豊
清
敏公
の
故
居は
桓
渓に
あっ
た
が 、
貴
顕と
なっ
た

後に
は
月
湖に
居
住し 、
そ
の
別
宅は
城
西に
あっ
た
〔
宋
尚
書
皇
清

敏
公
之
故
居
在
桓
渓 、
既
貴
後
在
月
湖 、
而
其
圏
在
城
西〕」
と
述べ

てい
る 。
こ
こ
に
出て
く
る
地
名は 、
すべ
て
全
祖
望に
とっ
て
も
ゆ

か
り

の
ある

場
所で
ある 。
「
一祖
渓」
は
彼
の一
族
の
居
住地で
あ
り 、

「
月
湖」
に
は
先
祖
以
来
の
別
在が
あ
り 、

「
城
西」
に
は
彼
の
先
祖
の

居
宅
が
あっ
て 、
そこ
は
彼
の
生
誕
地で
も
あっ
た
(
後
述) 。
こ
の

よ
うに
農
氏一
族は 、
単
な
る
地
元
の
名
家とい
う
以上
の
意
味・
因

縁を 、
全
祖
望
の
中で
有してい
た
ので
ある 。

も
ち
ろ
ん
「
漸
東
蔵
書
家 、
首
推天一
閣」
と
述べ
てい
る
よ
うに

(「
西
江
書
屋」 、
詩
集
巻一
四) 、
全
祖
望が
天一
閣に
対
する
敬
意
の

念を
強
く
抱い
てい
たこ
と
は
疑
え
ない 。
そ
の天一
一閣に
登
閣で
き

たこ
と
は
彼
自
身
誇りに
感
じ
て
い
ただ
ろ
う
し 、
天一
閣
の
蔵
書か

ら
学
術
研
究
の
面で
具
体
的
な
恩
恵
を
被っ
てい
たこ
と
も
事
実で
あ

る 。
ただ 、
全
祖
望
自
身 、
天一
閣を 、
どこ
か
で
低く
見てい
た
側
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一
由
も
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
全
祖
望
に

と
っ
て
は、
箔
氏
よ
り
も
よ
り
強
い
愛
着
と
悶
縁
を
感
じ
る一
族
と
し

て
豊
氏
が
あ
っ
た。

そ
の
一

族
は、

宋
代
以
来
の
長
い
歴
史
を
も
っ
名

族
で
あ
っ
た
が、

万
巻
の
書
に
崇
ら
れ
る
形
で
没
落
し
て
し
ま
っ
た。

そ
の
こ
と
を
追
憶
し、

記
念
す
る
こ
と
は、

天
一

閣
や
万
巻
楼
と
い
う

個
別
具
体
的
な
場
所
の
歴
史
を
記
録
す
る
こ
と
に
止
ま
ら
ず、
思
想

家・
全
祖
望
に
と
っ
て
自
ら
の
学
術
観
と
直
接
結
び
つ
く
重
要
な
案
件

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る。
狂
気
を
帯
び
た
豊
坊
の
人
生
に
対
す
る
次
の
嘆

息
を
見
る
と
き、
私
は
そ
う
考
え
ざ
る
を
得
な
い。

こ
れ
ら
は
み
な、
数
万
巻
の
書
物
に出一回
ら
れ
た
も
の
で
あ
る。

だ
とし
たら、
書
物
を
読
ん
で普く
な
い
結
果を招く
こ
と
は、

逆
に、
自
分
の
こ
と
だ
け
に
専
念
し
て
狭
い
世
界
に
頑
な
に
閉
じ

こ
も
っ
て
い
る
輩
が、

そ
れ
で
も
安
穏
と
何
事
も
な
く
過
ご
し
て

い
る
こ
と
に
及
ば
な
い、

と
い
う
こ
と
に
な
る。

私
は、

こ
の
楼

閣
に
登
る
た
び、
書
物
を
閲
覧す
る
あいま
に
何
度も
感嘆
せ
ざ

る
を
得
な
い。{
皆此
数
高
巻
書
魚
之
罵
也。
然則
讃
書
而
不善、

反
不
如
専
己
守
随
之
徒、
尚
可
帖
然
相
安
於
無
事。
五日
毎
登
是

商、
披臨見
之
絵、
不
禁
重
有
感
也。
「
天一
閣
蔵
書
記」、
外
編
巻

一
七)

も
ち
ろ
ん、
全
祖
望
が
「
専
己
守
岡山
之
徒」
(
こ
の
表
現
も
ま
た、
遠

回
し
に
天一
閣
の
運
営
方
針
を
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る)
に

与
し
て
い
る
は
ず
が
な
い
。

彼
自
身
が、

そ
し
て
彼
が
敬
愛
し
て
止
ま

な
い
黄
宗
義
(
彼
も
ま
た
「
豊
南
高
別
伝」

と
い
う
豊
坊
の
伝
記
を
著

し
て
い
る)

も
ま
た、

半
ば
狂
気
じ
み
た
思
い
を
抱
え
つ
つ
(
数
寓
巻

書}
に自己の
工エを
棒げたのであっ
た。
現在の成功者である

天一
閣
を
語
る
際
に、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど、
今
は
無
き
豊
氏
万

巻
楼
に
全
祖
望
が
言
及
す
る
の
は、
そ
う
い
う、
屈
折
し
た
自
負
心
の

よ
う
な
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
私
は
考
え
る。

ニ老閣で賞宗壌を継ぐ

と
こ
ろ
で、
話
を
明
清
思
想
史
に
限
る
な
ら
ば、
天-
閣
よ
り
も
重

要
な
蔵
書
楼
が
寧
波
地
域
に
は
あ
っ
た。
そ
れ
は
慈
渓
の
二
老
閣
で
あ

り、
4一
老
閣
の
主
人
は
鄭
性
で
あ
る。
こ
の
鄭
氏
二
老
閣
に
関
す
る
全

祖
望
の
記
録
を
読
み
解
く
と
き、
前
節
の
後
半
で
述
べ
来
た
っ
た
こ
と

が
ら
が、
よ
り
深
く
了
解
で
き
る。
ま
ず
は、
鄭
性
に
捧
げ
ら
れ
た
文

章から
見て
みよう。

黄
宗
義
先
生
の
講
学
活
動
に
お
い
て、
高
弟
は
み
な
吾
が
雨
上

に
い
た。

再
伝
し
て
後
は、

先
生
の
遣
さ
れ
た
言
葉
は
存
分
に
発

揮
さ
れ
な
い
ま
ま
消
え
て
し
ま
い、

証
人
書
院
で
学
ん
だ
子
弟
た

ち
は、
か
つ
て
の
功
業
を
再
び
盛
ん
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た。
(
黄
斡
の
弟
子
で
あ
る)
何
基
が
(
金
華
の
地
で)
朱
子
学

に
光
沢
を
加
え、
(よ哀
愛
の
息
子
の)
衰
甫、
(
楊
簡
の
弟
子
で
あ

る)
銭
時
と
陳
墳
が
陸
学
に
光
沢
を
加
え
た
よ
う
な
事
例
を
探
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が、
慈
渓
の
鄭
性
先
生
が
最
も
そ

れ
に
近
い
で
あ
ろ
う
か。
〔
南
雷
黄
氏
之
講
翠
也、
其
高
弟
皆
在

五日
前
上。
再
簿
以
来、
緒一一
言
消
歓、
設
人室町
院
中
子
弟、
不
復
能

振
其
奮
徳。
求
其
如
北
山
之
有
光
於
朱、
蒙
斎・
融
堂
・
和
仲
之

有
光
子
陸
者、

吾
未
之
見
也、

慈
水
鄭
先
生
南
駅間
其
庶
幾
乎。

(
五
巌
遊
人
穿
中
柱
文」、

内
編
巻一
一
一
〕

こ
こ
に
も
ま
た
「
南
上」
と
い
う、
場
所
の
名
前
が
現
れ
て
い
る。
全
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祖
墓
の
思
想
を
理
解
す
る
上
で
こ
の
「
雨
上」

は
ま
ぎ
れ
も
な
く
鍵
概

念で
あ
る 。
そ
も
そ
も 、
どの
よ
う
な
形で
空
間を
分
節する
か 、
そ

の空
間に
ど
のよ
う
な
意
味づ
け
を
行う
か
は
き
わ
め
て
政
治
的な
問

題で
あ
り 、

地
名は
価
値
中立
的な
用
語な
ど
で
は
ない 。
学
術
史
の

整
理が
必
ずといっ
て
よい
ほ
ど
「
雨上」
と
の
関
係
性の
中で
行わ

れてい
るこ
と
は 、
全
祖
望
を
理
解
する
上
で
看過
すべ
き
問
題で
は

ない
と
私
は
考
え
て
い
る 。
そ
れ
は
と
も
か
く 、
話は
二
老
閣で
あ

る 。

鄭
性
先
生
は 、
黄
氏
の
学
聞を
表
彰し
て
余
力が
な
かっ
た 。

賞氏
の
居
宅が
水
害と
火
災に
遭っ
た
後 、
書
籍が
散
乱亡
失
し

て
し
まっ
た
が 、
(
鄭
先
生
は)
こ
れ
ら
を
整
理
し 、
故
城
の
買

氏が
顛
倒
さ
せ
て
し
まっ
た
『
明
儒
学
案』
の
順
序
に
つ
い
て

も 、
誤
り
を
正
し
て
重
刊
し
た 。
以前 、
(
黄
氏
の
弟
子で
あっ

た)
御尊
父
の
鄭
梁
氏が
自
宅に
一利
を
建て
て
黄
氏
を
租ろ
う
と

し
た
け
れ
ど
も
果た
せ
な
かっ
た 。
先
生
は
そ
の
志
を
成
就
さ

せ 、
居
宅
の
東
側
に
二
老
閣
を
建
て 、
賞
氏
と
(
そ
の
友
人
で

あっ
た)
祖
父
の
鄭
湊
氏
と
をお
紀
り
し
た 。
春と
秋
の
仲
丁
の

日に
は
少
牢
のお
供え
物で
お
祭り
し 、
黄
氏
の
諸
孫お
よ
び
学

社で
学
ん
だ
子
弟と
を
祭りに
招い
て 、
香
火
の
絶え
るこ
と
が

ない
よ
うに
し
た 。.

も
と
も
と 、
黄
氏が
亡
く
な
ら
れた
際に
は
鄭
梁
氏に
墓
誌
銘

の
執
筆が
依
頼
さ
れた
が 、
果た
さ
れ
な
かっ
た
た
め 、
鄭
先
生

は
私に
委
嘱さ
れた 。
四
方
の学
者が 、
賞
氏
の
学
聞を
探し
求

め
よ
う
と
する
際に
は
黄
氏
(
の
後
夜間)
のとこ
ろに
は
行か
ず

に
鶴
浦(自)(
の
鄭
先
生)
を
訪
れ
た 。
黄
氏
の
諸
孫が
(
黄
氏

の)
遺
産
目
録を
探し
求め
る
際に
も 、d
か
えっ
て
先生
を
本
家

と
み
な
し
た 。
〔
先
生
於
黄
氏
之
聞学 、
表
章
不
透
鈴
力 。
南一居間一

水一
火
之
後 、
巻
籍散
乱
侠
失 、
乃理
而
出之 、
故
城
買氏
顛
倒

明
儒
拳案
之
次
第 、
正
其
誤
而
霊
刊
之 。
先
是 、
尊
府
君
高
州
欲

立
澗
子
家
以
組
南
雷
而
不
果 、
先
生
成
其
志 、
築二
老
閣
於
所
居

東 、
以
問
南
雷
及王
父
秦川
観
察 、
春
秋
仲
丁 、
祭
以
少
牢 、
首{

氏
諸
孫
及
同
社
子
弟
皆
滋之
輿
祭 、
使知
香
火之
未
墜也 。
:

初 、
南
雷之
卒也 、
託
志
文
於
高
州
而
未就 、
至
是
先
生
以
属之

予 。
四
方
翠
者 、
或
訪
求
南暗闇之
阜 、
不之
黄
氏
而
之
鶴
浦 、
即

賞氏
諸
孫
訪
求
簿
録、
亦
反
以
先
生
局大
宗 。
/
間
前〕

そ
も
そ
も
全
祖
望に
とっ
て 、
鄭
性は
父
親の
代か
ら
縁
のあ
る
人
物

で 、
董
乗
純
編
『
全
謝
山
年
譜』
(
倉
海
雲
校
注
本
第一
冊
所
収)
に

は 、
康
照
五
八
ご
七一
九)
年に 、
当
時一
五
歳
の
全
祖
望に
鄭
性

が
わ
ざ
わ
ざ
会い
に
来た
(
と
全
祖
望
の
父
親に
当
人
が
語っ
た)
こ

と
が
記
さ
れ
てい
る 。
乾
隆八
(一
七
四
三)
年 、
全
祖望
が
三
九
歳

の
時に
鄭
性は
亡
く
なっ
てい
るが 、
そ
の
後に
も 、
黄
宗
義
の
著
述

を
刊
行す
る
仕
事
を
鄭
性か
ら
引
き
継ぐべ
く 、

全
祖
望は二
老
閣を

何
度
も
訪れ
て
い
る 。
そ
のこ
と
は 、
「
私は 、
鄭
性
先
生
の
家か
ら

黄
宗
義
先
生
の
草
藁
を
全
て
引
き
取
り 、
一
つ一
つ
校
訂
し
た
が 、

::・
惜し
む
ら
く
は 、
鄭
性
先
生
が
既に
世を
去っ
て
お
ら
れ 、
一
緒

に
討
論
するこ
と
が
で
き
ない
こ
と
で
あ
る
〔
予
乃
従
南
鎗
家
謹
取
先

生
之
草
葉 、
一
一
議
定 、
:::

惜
乎
南
総
下
世
不
得
輿
共
討
論
之 。

『
南
雷
貧
子
大
会
集
序』 、
外
編
巻二
五こ
といっ
た
発
言か
ら
も
う

か
が
え
る 。
全
祖
望に
は
「
仲
春
仲
丁之
半
浦
階
祭
黄
梨
洲
先
生」
と

い
う
題
の
詩
も
あ
り

(
詩
集
巻
四) 、
そこ
に
は
「
そ
の
時 、
(
鄭
性先
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生
の
ご
子
息
は)
私
に
向
か
っ
て、
黄
宗
義
先
生
の
『
宗
元
学
案』
を

完
成
さ
せ
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
〔
時
臨
之
属
予
績
成
先
生
宋
元
挙
案〕」

と
い
う
原
注
が
付
さ
れ
て
い
る。
彼
に
お
け
る
二
老
閣
の
存
在
の
大
き

さ
が
う
か
が
え
よ
う。

つ
い
で、
全
祖
望
の
士』
老
閑
蔵
書
記」
を
見
て
み
た
い。
こ
れ
も

ま
た、
題
名
に
掲
げ
ら
れ
た
二
老
閣
よ
り
も
黄
宗
義
に
関
す
る
叙
述
に

力
点
が
賢
か
れ
た
も
の
で
あ
り、
一一
老
閣
を
諮
り
つ
つ
実
は
黄
宗
義
の

学
問
の
要
点
を
論
述
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る。
そ
こ
で
は、
ま
ず、

黄
宗
義
が
書
物
収
集
に
熱
心
で
江
南
地
方
の
蔵
書
家
を
く
ま
な
く
訪
ね

廻
っ
た
こ
と、
鄭
性
が
二
老
閣
を
建
立
し
た
経
緯
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た

後、
以
下
の
よ
う
な
寅
宗
義
論
が
展
開
さ
れ
る。

私
は
二
老
閣
を
訪
問
し、
再
拝
し
て
感
に
堪
え
ず
以
下
の
よ
う

に
考
え
た。
黄山示
義
先
生
の
蔵
書
は、
単
に
博
学
と
多
蔵
を
誇
る

も
の
で
は
な
い。
明
代
以
来、
学
術
は
大
い
に
破
壊
さ
れ・・・
た

が、
先
生
が
登
場
し
て
か
ら
は、
義
理・
象
数・
名
物
が
統一
さ

れ、
さ
ら
に
理
学・
気
節・
文
章
が
統一
さ
れ、
世
の
学
者
た
ち

に、
九
流
百
家
を一
貫
の
道
へ
と
立
ち
返
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を、
明
ら
か
に
知
ら
し
め
た。
だ
か
ら、
先
生
の
蔵
書
は
先

生
の
学
術
の
拠
り
所
な
の
で
あ
る。
・
:・
古
人
で
蔵
書
記
を
著
し

た
者
は、
書
物
を
た
め
こ
ん
で
読
ま
な
い
こ
と
を
戒
め
と
し
た
に

過
ぎ
な
い
が、
先
生
は
学
者
に、
「
書
物
で
心
を
明
ら
か
に
す
べ

き
で、
玩
物
喪
志
に
陥
つ
て
は
い
け
な
い」
と
語
っ
て
お
り、
こ

れ
は
ま
さ
に
蔵
書
の
至
教
で
あ
る。
先
生
の
講
学
活
動
は
長
江
以

南
に
あ
ま
ね
く
及
ん
だ
が、
五回
が
故
郷
ほ
ど
師
承
の
結
実
し
た
t

地
は
な
い。
[
予
過
之、

再
拝
歎
日、

太
沖
先
生
之
害、

非
僅
以

考
博
物、
一
示
多
臓
也。
有
明
以
来、
間千
術
大
壊、
・・・
自
先
生
合

理
義
象
数
名
物
而一
之、
又
合
理
局T
気
節
文
章
市一
之、
使恩ナ
者

暁
然
於
九
流
百
家
之
一円
以
返
子一
賞。
故
先
生
之
殺
害、
先
生
之

島平
術
所
寄
也。
:::
古
人
記
戴
書
者、
不
過
以
蓄
書
不
讃
震
戒、

而
先
生
之…訪問
撃
者、
謂
嘗
以
書
明
心、
不
可
玩
物
喪
志、
是
則
蔵

書
之
至
教
也。
先
生
講
亭
循
子
大
江
之
南、
而
線
香
所
注
莫
如
吾

郷。
つ一
考
閣
蔵
書
記」、
外
編
巻一
七〕

い
さ
さ
か
唐
突
に
話
題
が
「
吾
郷」、
つ
ま
り
寧
波
へ
と
転
じ、
こ
の

後
に、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
が、
鄭
梁
を
合
む、
寧
波
黄
門
の
学
者
た

ち
が
列
挙
さ
れ
て
い
る。
い
か
に
も
全
祖
望
ら
し
い
論
旨
の
展
開
で
あ

る。
そ
れ
は
さ
て
お
き、
黄
宗
義
の
学
問
の
基
底
を
な
す
も
の
と
し

て、
長
い
廃
史
を
か
け
て
蓄
積
さ
れ
た
書
籍
群
「
蔵
書」
が
着
目
さ
れ

て
い
る。
も
ち
ろ
ん、
そ
れ
に
は、
こ
の
文
章
が
「
蔵
書
記」
で
あ
る

点
を
加
味
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、
そ
の
こ
と
を
差
し
引
い

て
も、
こ
れ
を、
全
祖
望
に
よ
る
黄
宗
義
受
容
の
要
諦
の一
つ
と
み
な

し
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う。
こ
れ
は、
黄山示
義
の
学
問
を
論
じ
た
言

葉
で
あ
る
と
と
も
に、
「五口
郷」
「
雨
上」
で
開
花
し
た、
新
し
い
理
想

的
な
学
問
潮
流
の
こ
と
で
あ
り、
全
組
望
は
自
ら
そ
れ
を
自
覚
的
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
を、
こ
こ
二
老
閣
で
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る。

こ
れ
ま
で
に
扱
っ
た
蔵
書
楼
に
関
す
る
記
録
は、
「
記
録」
と
い
う

言
葉
が
し
ば
し
ば
想
定
さ
せ
が
ち
な、
「
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
そ
の
ま

ま
写
し
取
る」
性
質
の
も
の
で
は
な
い。
こ
れ
ら
は、
そ
の
場
所
に
蓄

積
し
て
い
る
歴
史
や
文
化
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
し、
そ
の
痕
跡
に
共
鳴

し、
そ
の
喪
失
を
哀
惜
し、
そ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
自
ら
が
理
想
と

す
る
学
問
の
あ
り
方
を
継
承・
顕
彰
し
よ
う
と
す
る、
主
観
と
情
熱
が



倹
溢
す
る
論
文
で
あ
っ
た
(
担。
，
こ
の
よ
う
な
性
質
の
「
記
録」

は、

彼の
文
集
中の
至る
とこ
ろに
あ
る 。
彼
の
文
章や
記
録
編
纂作
業が

後
世に
与え
た
影
響を
鑑
み
る
な
ら
ば 、
こ
の
点は
決し
て
軽
視で
き

ない 。
そ
して 、
こ
のこ
と
を
指
摘す
るこ
と
は 、
決
して
全
祖
望を

疑め
るこ
とに
は
な
ら
ない
と
私は
考え
る 。
逆に 、
思
想
家・
全
祖

望
の
本領
を
理
解す
る
う
えで
極め
て
重
要
な
点
な
ので
あ
る 。

同
谷
三
先
生
書
院
は
何
処
に
?
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学
問
の
行
わ
れ
る

場
所とい
うこ
と
で
い
え
ば 、
「
蔵
書
楼」
の
他

に
「
書
院」
も
あ
り 、

全
祖
望は 、
寧
波
地
域
の
書
院に
関す
る
文
章

も
多
く

残
し
てい
る(刊) 。
とこ
ろ
で 、
書
院に
つ
い
て
考
察す
る
際

に
は 、
以
下
の
点に
気
をつ
け
る
必
要が
あ
る 。

考
えて
み
るに 、
宋
代
のい
わ
ゆ
る
「
書
院」
の
多
くは 、

宿

儒
の
議学
所で
あっ
た 。
た
と
え
ば
桃
源
書
院が
王
説
の
議学
所

で
あっ
た
よ
う
な
も
ので 、
清
代の
書
院が 、
役人や
地
方が
設

立
し
て
士
人
に
試
験
を
課
す
も
の
で
あっ
た
の
と
は
少
し
く
異

なっ
てい
る 。
し
か
し 、
当
時は
従学す
る
者が
多く 、
教
育
の

恩
恵
が
及ぶ
範
囲は
後
世
の
書
院
の
比
で
は
な
かっ
た 。
だ
か

ら 、
そ
の
形
跡
を
絶
滅
さ
せ
て
し
ま
うべ
き
で
は
ない 。
ま
た 、

「
書
院」
と
名
付け
ら
れ
て
お
ら
ず
「
居」
「
斎」
「
講
舎」
と
呼

ば
れてい
る
とこ
ろ
も
あ
れ
ば 、
後
人
が
先
賢を
和る
た
め
に
建

立
し 、
そ
の
傍の
建
物で
者
儒を
招い
て
教学
活
動
を
行
う
とこ

ろ
も
あ
る
が 、
そ
れ
ら
は
すべ
て
収
録
し
た 。
逆
に 、
名
前
は

「
書
院」
と
なっ
て
い
て
も 、
実
態は
私
的
な
読
書・
蔵
書
の

場

所に
過
ぎ
ない
も
の、
た
と
え
ば
全
氏
の
「
同
谷
三
先
生
書
院」

や
史
氏
の
「
郎
渓
書
院」
な
ど
はパ
含め
な
かっ
た 。
〔
案
宋
時

所
謂
書
院
多
係
宿
儒
議
墜
之
所、
如
桃
源
書
院
潟壬
説
講
夢
慮 、

輿
清代之
書
院
局
長
吏
或
地
方
設立
以
謀士
者
略
殊 。
然
当
時
従

撃
者
衆 、
教
津
所
被
迎
非
後
世
書
院
所
能
鼓
及 。
故
其
跡
不
宣
浪

滅 。
亦
有
不
名
書
院
而日
居
臼
斎
日
講
舎
者 、
又
有
後
人
所
建
以

奉
杷
先
賢而
闘
其努
舎
延
者
儒
以
教
授
者 、
A7
皆
録
之 。
至
名
盛岡

書
院
而
賓
震
私
人
讃
書
慮或
議書室 、
如
全
氏
之
同
谷
三
先
生
書

院・
史
氏
鄭
渓
書
院
等
則
不
関入 。
『{
民
国〕
鄭
勝通
志』
輿
地

志
「
歴
代
同学
校
書
院
考略」〕

邸
県
歴
代
の
学
校・
書
院
リ
ス
ト
に
附
さ
れ
たコ
メ
ン
ト

(
編
集
方

針)
の一
端
で
あ
る(吃)
が 、
我々
に
とっ
て
興
味
深い
のは 、
リ

ス
ト

か
ら
排
除
さ
れ
るべ
き
も
の
と
し
て
「
全
氏
之
岡
谷
三
先
生
書

院」
が
挙げ
ら
れてい
る
点で
あ
る 。
こ
の
「
同
谷三
先
生
書
院」
に

関す
る
記
録は 、
し
か
し 、
全
祖
望
の思
想
史
観を
考え
る
上で
無
視

で
き
ない
資
料で
あ
る 。
そ
の
内
容を
ま
ずは
確
認し
て
み
よ
う 。

冒
頭
で
全
祖
望は 、
南
宋
の
乾
道
淳
照
年
間
以
後 、
朱
烹・
陸
九

淵・
呂
祖
謙を
祖と
す
る
三つ
の学
派が
出現し
た
と
し 、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
簡
潔
に
紹
介
す
る ο
そ
の
後 、
全
祖
望は 、
「
わ
が
郷
の
先

人
に
は 、
こ
の三
学
派
のい
ず
れにつ
い
て
も 、
そ
れ
を
継承
す
る
人

物が
い
た
〔
吾
郷
前
輩
於三
家之
事 、
並
有
停
者こ
と
語り 、
議
論

を 、
寧
波に
お
け
る
三
学
派
の
継承へ
と
展
開させ
る 。

(
中で
も)
陸
学
系が
最
も
早く
(に
伝わ
り) 、

楊
簡・
愛
隻・

沈
燥・
静
磯
(
の、
い
わ
ゆ
る
「
淳
照
四
先
生
た
ち」)
が
そ
れ

で
あ
り 、

江
右
の
門
人
に
こ
れに
勝
る
者は
な
く 、

特に
楊
簡・

衷
愛は
輝か
しい
功
績が
非
常に
多い 。
そ
の
高
弟に
注
目
す
る
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に、
哀
甫
を
除
け
ば、
陳
墳
が
最
も
優
れ
て
い
る。
こ
の
(
陸
学

の
流
行
の)
あ
と
に
続
く
の
が
壬
応
麟
で
あ
り、
彼
は一
人
で
呂

学
の
大
本
を
受
け
継
い
で
い
る。
:::
王
応
麟
の
学
問
の
論
じ
方

は、
思
う
に
諸
学
派
の
手
法
を
あ
わ
せ
取
っ
て
い
る
が、
そ
の
文

献
を
網
羅
す
る
手
法
は、
実
に
旦口
桓
謙
を
手
本
と
し
て
お
り、
ま

し
て
王
応
麟
は
幼
く
し
て
楼
助
を
舗
と
し
て
い
る
の
で、
呂
祖
謙

の
学
統
で
あ
る
こ
と
は一一言
う
ま
で
も
な
い。
朱尚子
(
の
系
譜)

は、
巴
陵
の
楊巳山
の
学
統
が
あ
る
が、
そ
の
学
聞
を
史
蒙
卿
が
授

か
り、
そ
し
て
黄
震
は
さ
ら
に
独
自
に
(
朱
学
を)
遺
さ
れ
た
書

物
か
ら
受
け
継
い
だ。
こ
の
当
時、
雨
句
[
寧
波]
の
学
者
は
鼎

の
支
柱
の
よ
う
に
(
三
学
派
が)
並
び
烹
ち、
:・
隆
盛
を
誇
っ

た。
〔
而
陸
路ナ
最
先、
楊・
哀・
箭・
沈、
江
右
弟
子
莫
之
或
京、

楊・
哀
尤
多
昌
明
之
功。
顧
其
大
弟
子、
自
哀
正
霜
公
而
外、
陳

侍
郎
習
奄
其
最
也。
嗣日定、
則
王
尚
書
深
寧
濁
得
呂
翠
之
大
宗。

・
・
深
寧
論
間四十、
蓋
亦
兼
取
諸
山本、
然
其
綜
羅
文
獣、
賓
師
法
東

菜、
況
深
山田T
少
師
迂
斎、
則
固
明
招
之
崎町
也。
朱
翠
則
巴
陵
楊
氏

之
停、
授
之
史
公
蒙
卿、
而
黄
提
田川
東
護
又
別
得
之
遺
書
巾10
骨田

H疋
時、
雨
句
島「
者
鼎
崎市
角
立、
:::
其
亦
盛
哉。
「
同
谷
三
先
生

書
院
記」、
外
編
巻一
六

*
全
祖
望
の
「
書
院
記」
は
す
べ
て

「
外
編
巻宇
Lハ」
で
あ
り、
以
下
は
「
記」
名
の
み
掲
げ
る。〕

南
宋
思
想
史
を、
朱亙品、
呂
祖
謙、
陸
九
淵
の
学
統
に
分
け
て
整
理
す

る
視
点
に
は、
さ
ほ
ど
新
味
は
感
じ
ら
れ
な
い
が、
「五円
郷」
寧
波
に

そ
れ
ら
の
学
統
の
継
承
者
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘
は、
い

か
に
も
全一
祖
望
で
あ
る。
こ
の
指
摘
が
思
想
史
的
に
成
立
す
る
か
5

か、

ど
れ
ぐ
ら
い
意
味
の
あ
る
指
摘
な
の
か
に
つ
い
て
は、

様
々
な
議

論
が
あ
り
得
ょ
う。
だ
が、
全
祖
望
に
と
っ
て
こ
れ
は、
そ
う
で
あ
る

べ
き、
そ
う
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
事
実」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う。
そ
れ

は、
事
実
の
握
造
と
非
難
す
べ
き
事
柄
で
は
な
い。
そ
こ
に
は、
彼
に

こ
の
よ
う
な
思
想
史
観
を
抱
か
せ
る
の
に
は
十
分
な、
非
常
に
濃
厚
な

個
人
的
な
体
験、

場
所
の
記
憶
が
あ
っ
た
の
で
あ
る。
陳
墳・
王
応

麟・
黄
震
を
「
同
谷
三
先
生」
と
捉
え
る
問
題
構
成
自
体
が
こ
の
よ
う

な
思
想
史
観
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
り、
そ
の
よ
う
な
問
題
構
成
を
彼

に
抱
か
せ
た
の
は、
「
同
谷
山」
と
い
う
場
所
と
彼
自
身
と
の
濃
密
な

関
連
性
で
あ
っ
た。

町野
県
城
の
東
四
十
里
の
と
こ
ろ
に、
同
谷
山
と
い
う
山
が
あ

る。
そ
の
麓
に
は
宝
陸
河
が
流
れ、
西
は
大
函
山
に
望
み、
東
は

太
白
山
を
跨
ぎ、
水
木
は
あ
ざ
や
か
で、
四
明
の
畏
勝
の
地
で
あ

る。
陳
墳
は
こ
こ
に
代
々
住
ん
だ。
王
応
麟
の
先
祖
の
菓
も
こ
こ

に
あ
り、
そ
の
た
め
彼
が
亡
く
な
る
と、
す
ぐ
に
こ
こ
に
埋
葬
さ

れ
た。
黄
震
も
ま
た
か
つ
て
戦
乱
を
避
け
て
同
谷
山
に
や
っ
て
き

た。
そ
の
後
二
百
年
の
時
を
越
え
て、
先
侍
郎
[
全
元
立]
が
墓

地
を
(
こ
の
地
に)
賜
り、
そ
の
縁
で
わ
が
家
の
父
子
兄
弟
は
こ

の
山
中
に
読
書
す
る
者
が
多
く、
わ
が
祖
先
に
は
三
つ
の
草
堂
が

あ
っ
た。
そ
れ
ぞ
れ
謄
雲
館、
来
鶴
荘、
阿
育
王
山一
房
と
い
う。

謄
雲
館
だ
け
が
現
存
し
て
お
り、
亡
き
父
[
全
書]
は
か
つ
て
そ

の
中
に
お
い
て、
紙
を
切
っ
て
(
陳
墳・
王
応
麟・
黄
一震
の)
三

先
生
の
位
牌
を
作
り、
私
に
そ
れ
を
和
ら
せ
た。
そ
こ
で
私
は
三

先
生
の
書
院
を
改
め
て
つ
く
り、
先
侍
郎
を
あ
わ
せ
記
り、
そ
し

て
残
り
の
空一
聞
を
学
舎
に
当
て
る
こ
と
を
願
い
出
た。
昔
の
学
問

を
志
す
者
た
ち
は、
必
ず
そ
の
土
地
の
先
賢
を
学
舎
に
記
っ
た
も
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の
で
あ
り 、
わ
が
家の
親子が
同
様のこ
と
を
し
た
の
も ー
ま
た 、

や
は
り
古き
よ
き
伝
統
を
守っ
た
た
め
で
あ
る 。
〔
城
東之
四
十

里 、
有向
谷
山 。
其
麓
有
資
瞳
河 、
左
枕大
函 、
右
股
太
白 、
水

木
明彦 、
四
明
東
道
之
絶勝也 。
習
を
世
居
於
此 。
而
深
寧
先
輩

在
意 、
故
其
卒也 、
即
葬
於
此 。
東
毅
亦
嘗遊地
其
問 、
総二
百

年 、
而
局
先
侍
郎
之
賜
盤 、
是
以
予
家
父
子
兄
弟
多
讃
書
山
中

者 、
先
世
有
草
堂二一 、
目
隠
雲
館 、
日
来
鶴
荘 、
日
阿
育王
山

房 。
今
惟
謄
雲
無
慈 、
先公
嘗
於
其
中
頭
紙
鑓三
先生
神
位 、
令

予
紀之 。
予
図
請
改
作三
先生
書
院 、
配之
以
先
侍
郎 、
而
以
其

徐
倍刷
局五口 。
古之島T
者 、
必
唖伴
食(
於
其
郷之
先
師 、
予
家
父
子
之

震
此 、
亦
猶
行
古之
道也 。
/
同
前〕

陳
損・
王
応
麟・
黄
震た
ちが 、
こ
の岡
谷
山で
具
体
的な
議学
活
動

を
展
開した
わ
けで
は
ない 。
そ
れ
ぞ
れ 、
代々
こ
こ
に
住ん
でい
た

り 、
墓がこ
こ
に
あっ
た
り 対
一
時
的に
こ
こ
に
避
難し
てい
た
り
し

た
だ
け
のこ
と
で
あ
る 。
そ
の
彼ら
が
「
同
谷三
先
生」
とい
う
括り

方で
顕
彰さ
れ
る
のは 、
ひ
と
えに 、
全
祖
望
の一
族がこ
の地
で
学

聞を
行っ
た
り 、

「三
先
生」
を
杷っ
た
り
し
た
歴
史が
あっ
た
か
ら

な
ので
あ
る 。
「
歴
代
学
校
書
院
考
略」
が
そ
のリ
ス
ト

か
ら
外
し
た

こ
と
か
ら
も
分か
る
よ
うに 、
い
わ
ゆ
る
書
院と
し
て
の
実
態
を
備
え

た
「
岡
谷
三
先
生
書
院」
な
る
も
のは 、
存
在
し
な
かっ
た 。
だ
か

ら 、
こ
の
書
院
記
を 、
「
事
実
の
記
録」
と
し
て
利
用
す
るこ
と
は
で

き
ない 。
し
か
し 、
そ
のこ
と
は
実は
たい
し
た
問
題で
は
ない 。
な

ぜ
な
ら
ば 、
降
り

積も
る
歴
史
の
な
か
で
文
化
を
発
酵させ
ん
と
す
る

知
的
営
為
2
行
古
之
道」)
が 、
確
か
に
そ
こ
に
あっ
た
か
ら
で
あ

る 。

だか
ら 、い
わ
れ
わ
れ
は 、
こ
の
「岡
谷三
先
生
書
院
記」
を
逆
向き

に
読ん
でい
くべ
き
な
のか
も知
れ
ない 。
全
祖
望に
とっ
て 、
同
谷

山とい
う

場
所で
先
祖代々
積み
重ね
ら
れ
て
きた
知
的
営
為 、

場
所

と
の
濃
密
な
関わ
りが
あ
り 、
そ
の
中で 、
こ
の地
と
関わ
り
を
持っ

た
三
人
の
先人が
歴
史的に
存
在し
た
こ
と
を
強
く
意
識
す
るこ
と
と

なっ
た 。
そ
して 、
彼
ら
の
学
問と
そ
の
系
譜を
整
理
す
る
な
か
で 、

全
祖
望は 、
南
宋思
想
史
の三
大
潮
流が
み
ご
と
な
ま
でに
こ
の地
に

注
ぎ
込ん
でい
るこ
と
を
「
発
見」
し
た
ので
あ
る 。
「
岡
谷三
先
生」

と
い
う
問
題
構
成は 、
そ
れ
故 、
「
南
宋
思
想
史」
の
領
域に
は
属さ

ない 。
こ
れ
は 、
南
宋
思
想
史の
事
実
の
記
録で
は
な
く 、

全
氏一
族

の知
的
営
為を
継承・
顕
彰す
る
記
念
の
論
文
な
ので
あ
る 。
繰
り

返

しに
な
るが 、
全
祖
望に
はこ
うい
う
性
質
の
「
記
録」
が
数
多く
あ

り 、
そ
れは
ま
さ
し
く

「
記
録」
と
し
て 、
後
世に
伝承
さ
れ 、
い
ま

だに
影
響を
与
え
続
けてい
る 。
こ
のこ
と
の
意
味を 、
我々
は
深
く

認
識
すべ
き
で
あ
ろ
う 。

四

「
四
先
生」

と
い
う
構
図
と
城
南
書
院
の
復
興

全
祖
望が
「
書
院
記」
とい
う
形で
記
録
を
残
し
た
所
謂「
官官
院」

のな
か
に
は 、
も
ちろ
ん
「
歴代
学
校
書
院
考
略」
のリ
ス
トに

載せ

ら
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
る 。
だ
が 、
そ
のよ
う
な も
「
書
院」
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
も
のに
関し
て
も 、
こ
こ
ま
で
私が
述べ
来

たっ
た
こ
と
が
ら
が
確か
に
指
摘で
き
る 。
こ
のこ
とにつ
い
て 、
ま

ず
は
「
城
南書
院」
か
ら
見てい
きた
い 。

城
南
書
院は 、
裳
愛先
生
の
家
塾
で
あ
る 。
四
先
生
の
講学
堂

は 、
(
楊
筒
先生
ゆ
か
り
の)
慈
湖
書
院
が
宋
代
に
建
て
ら
れ 、
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文
及
翁
氏
が
書
院
記
を
著
し
た。
(
託
璃
先
生
ゆ
か
り
の)
広
平

書
院
は
元
代
に
建
て
ら
れ、
王
応
麟
氏
が
書
院
記
を
著
し
た。
哀

隻
先
生
の
書
院
は
宋
代
に
建
て
ら
れ
た
が、
書
院
記
は
伝
わ
っ
て

い
な
い。
沈
機
先
生
だ
け
が
専
用
の
学
塾
が
無
か
っ
た
が、
明
代

の
人
が
は
じ
め
て
沈
燥
先
生
の
た
め
に
南
山
書
院
を
建
立
し
て、

そ
の
欠
を
補
っ
た。
五
百
年
来、
三
書
院
は
衰
退
し
た
も
の
の、

ま
だ
存
続
し
て
い
る。
し
か
し、
城
南
書
院
の
跡
だ
け
が
廃
壇
と

な
っ
て
い
た。
私
は
既
に
先
聖
賢
人
の
古
蹟
を
遍
く
て
が
け
て
き

た
が、
そ
の
地
も
訪
れ
て
復
興
し
た。
〔
城
南
書
院
者、
哀
正
献

公
之
家
塾
也。
四
先
生
之
講
堂、
慈
湖
書
院
建
於
宋、
文
参
政
本

心
記
之。
康
平
書
院
建
於
元、
モ
尚
書
深
寧
記
之。
正
献
之
書
院

亦
建
於
宋、
而
其
記
不
惇。
惟
沈
端
憲
公
無
専
塾、
明
人
始
同月
補

立
南
山
書
院。
五
百
年
以
来、
三
書
院
難
衰、
尚
有
存
者、
而
城

南
之
社
濁
記。
予
既一
遍
翠
先
賢
故
蹟、
乃
訪
其
地
而
復
之。
「
城

南
書
院
記」)

「
四
先
生」
と
は、
既
出
の、
淳
配一
年
間
に
寧
波
地
域
で
活
躍
し
た
陸

九
淵
思
想
の
継
承
者
た
ち
の
こ
と
で
あ
る。
全
祖
望
は、
盛
ん
に
彼
ら

の
活
動
に
言
及
し、
顕
彰
し
た(
市)O
こ
の
「
四
先
生」
に
関
わ
る
議

学
所
の
な
か
で
ヲ一
書
院」
が
曲
が
り
な
り
に
も
存
続
し
て
い
る
の
に

対
し、
(
城
南
書
院」
だ
け
が
消
失
し
て
し
ま
っ
て
い
た。
だ
か
ら、

全
祖
望
が
復
興
し
た
と
い
う
の
で
あ
る。
復
興
し
た
わ
け
だ
か
ら、
事

実
と
し
て
「
書
院」
は
存
在
し
て
お
り、
そ
れ
ゆ
え、
「
城
南
書
院
記」

は
事
実
の
記
録
で
あ
る。
し
か
し、
記
録
者
は
実
は
当
事
者
で
あ
っ

た。
(
予
既一
遍
血中
先
賢
故
蹟」
と
あ
る
よ
う
に、
全
祖
望
は、
決
し
て
書

斎
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
学
者
で
は
な
か
っ
た。
彼

は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
l
カ
ー
で
あ
り、
実
践
家
で
あ
っ
た。
そ
う
で
な
け

れ
ば、
あ
の
時
代
に、
あ
れ
だ
け
の
史
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
な
ど
不

可
能
だ
っ
た
で
あ
ろ
う。
そ
し
て
文
献
資
料
だ
け
で
な
く、
寧
波
地
域

の
歴
史
文
化
遺
跡
の
保
存
に
対
し
て
も、
彼
は
大
き
な
功
績
を
果
た
し

た。
こ
れ
は、
全
祖
望
を
理
解
す
る
う
え
で
幾
ら
強
調
し
て
も
足
り
な

い
ぐ
ら
い
重
要
な
点
で
あ
るc

だ
が、
「
同
谷
三
先
生
書
院
記」
の
時
と
同
根
の
問
題
が
こ
こ
に
も

存
す
る。
全
祖
望
自
身
が
非
常
に
深
く
「
城
南
書
院」
と
い
う
場
所
と

関
わ
り、
濃
厚
な
記
憶
を
そ
の
場
所
と
共
有
し
て
い
て、
そ
の
彼
が

「
城
南
書
院」
に
関
す
る
記
録
を
残
し
て
い
る。
既
に
述
べ
た
よ
う
に、

当
事
者
が
記
録
者
だ
っ
た
の
で
あ
っ
た。
ま
た、
本
来
「
哀
正
献
公
之

家
塾」
で
あ
っ
た
も
の
を、
彼
が、
「
四
先
生
之
講
堂」
を
全
て
揃
っ

た
形
で
存
在
さ
せ
る
た
め
に
「
書
院」
と
し
て
復
興
さ
せ
た
点
に
も
留

意
す
べ
き
で
あ
る。
「
四
先
生」
と
い
う
思
想
史
の
構
図
を
十
全一
な
も

の
に
す
る
た
め
に
も、
こ
こ
は、
そ
こ
に
あ
る
べ
き、
無
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る。
嘗
て
確
か
に
あ
っ
た
も
の
を
復
興
さ
せ

た
わ
け
で
あ
る
か
ら、
事
実
に
反
し
た
こ
と
を
彼
が
行
っ
た
わ
け
で
は

な
い。
だ
が、
「
そ
こ
に
あ
る
べ
き、
無
け
れ
ば
な
ら
な
い」
と
い
う

哀
惜
と
理
念
に
従
っ
て
そ
れ
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら、
彼
は
事
実

以
上
の
も
の
を
そ
こ
に
付
け
加
え
た
こ
と
に
は
な
る。
そ
し
て、
繰
り

返
し
に
な
る
が、
そ
の
彼
が
こ
の
記
録
を
残
し
た
の
で
あ
る。

「
事
実
以
上
の
も
の
を
そ
こ
に
付
け
加
え
た」
と
い
う
点
に
は
補
足

説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う。
全一
祖
望
は、
「
城
南
書
院
記」
の
後
半
で、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

そ
も
そ
も
米
朝
以
来、
大
儒
が
林
立
し、
そ
の
子
弟
で
師
の
緒
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一言を守ることができた者はかなりの数に上るが、
世代を

経て
と
もに
大
儒と
なっ
た
例は 、
あ
ま
り
見か
け
ない 。
思
う

に 、
先に
は
た
だ
武
夷
の
胡
氏
の
み
で
あ
る 。
:::

そ
の
後は 、

た
だ土泉
氏
のみ
が 、
案
受先
生
を
輩
出し
て 、
高
官
と
し
て一
時

代を
築い
た 。
黄
震
氏は
関学
(
朱
子学)
を
最も
主
と
し
て
修

め
た
人
物で
あ
るが 、
裳
樹党
先生につ
い
て
は
「
晩
宋に
之に
先

ん
ず
る
者
無
し」
と
み
な
し
た 。
そ
うで
あ
る
な
ら
ば 、
城
南
書

院
の
再
建は 、
単に
裳
氏
の
学
統
の
み
が
私
物化で
き
る
も
ので

も
な
け
れ
ば 、
窓口が
郷
の
学
統が
私
物
化で
き
る
も
ので
も
ない

ので
あ
る 。

城
南
書
院
の
跡
地
は 、
思
うに
慶
暦
年
問 、
楼
郁
先
生
の
議学

堂
か
ら
始まっ
た 。
当
時
の
学
者は
楼
郁先
生
を
城
南先生
と
呼

ん
だ 。
楼
郁先
生
が
城
内
の
西
湖に
移
り

住
んだ
後は 、
裳
隻
先

生
の
高
祖で
あ
る
裳
毅公が
楼
郁先
生
の
高
弟で
あっ
た
縁で
そ

の
地
に
おい
て
講学
を
行い 、
か
く
して
世々
そこ
に
住
むこ
と

と
なっ
た 。
哀
感(
先
生
の
三
人
の
子(
哀
喬 、
哀
粛 、
裳
甫)

は 、
裳
甫
先
生
が
城
内の
室
橋に
移
り

住
んだ
以
外は 、
ずっ
と

城
南に
住
ん
で
お
り 、
今に
至
る
ま
で
そ
の
血
筋を
嗣
ぐ
者が
存

し
て
い
る 。
書
院が
完
成し
た
ので 、
た
だ
ちに
裳
氏
の
後人に

主
宰
させ
た 。
〔
且
夫
有
宋
以
来 、
大
儒
林
立 、
其
子
弟
能
守
其

緒
言
者甚
多 、
而
再
世並
潟
大
儒 、
則
不
概
見 。
蓋
前
惟武
夷
胡

氏ja-- o
其
後
惟
亥
氏 、
賓生
正
粛 、
話
回先て
時 。
黄
提
刑
東
後

最
主
閥
挙 、
至
於
正
粛 、
以
骨周
晩
宋
無
先
之
者 、
則
書
院
之
建

也 、
微
特
非
裳
氏之島宇
統
所
得
而
私 、
抑
宣
吾
郷之
向学統
所
得
私

哉 。
城
南之
社 、
蓋
始
於
慶
暦
中
正
議
機公
之
講堂 、
首
位吋
撃
者

制情骨周城南先生。
及正議選居域内西湖、
正融郁之高祖光禄以

高
弟
議
事
其
地 、
遂
世
居
君 。
正
獄三
子
正
粛
遷
居
城
内
壁
橋 、

而
其
銭
的
在
城
南 、
至
今
猶
有
存
者 。
書
院
既
成 、
即
使
哀
氏
後

人
司之 。
/同
前〕

城
南
書
院
建
設
の
意
義は 、
裳
氏一
族だ
けが
独
占で
き
る
も
ので

は
ない
ば
か
り
か 、
(五日が
郷」
の
学
統
も
ま
た
そ
れ
を
独
占で
き
な

い 、
普
遍
的
な
価
値を
有す
る
も
ので
あ
る 。
引
用
文
前
段でこ
のよ

うに
述べ
来たっ
たに
も
関わ
ら
ず 、
後
段で
は 、
裳
氏一
族とこ
の

場
所と
の
関わ
りが
歴
史的に
回
顧さ
れ 、
書
院が
完成
し
た
か
らに

は 、
「
裳
氏
後
人」
に
そ
れ
を
主
宰
させ
よ
う
と
語っ
て
い
る 。
半
ば

矛
盾し
た
よ
う
な
主
張で
あ
るが 、
そ
れは 、
彼
自
身が 、
こ
の

場
所

が
「
哀
正
獄公
之
家
塾」
で
あっ
た
こ
と
を
自
覚してい
た
か
ら
で
あ

ろ
う 。
こ
の

場
所が
普
遍
的
な
存
在
意
義を
有す
る
とい
う
彼
の
確
信

が 、
や
や
強
引
な
形
で
「
書
院」
を
「
復
興」
させ 、
こ
の
「
書
院

記」
を
書か
せ
た
ので
あ
る 。

さ
らに 、
二
つ
の
点
を
追
記
し
て
お
き
たい 。
一
つ
は 、
城
南
書
院

が
あっ
た

場
所につ
い
て
で
あ
る 。
なぜ
か
こ
の
文
章に
は
明
記
さ
れ

て
い
ない
のだ
が 、
こ
の
書
院は 、
西
湖
(
月
湖)
の
「
竹
洲」
付
近

に
あっ
た 。
「
竹
洲」
とい
え
ば 、
全
祖望に
は
「
竹
洲三
先
生
書
院

記」
とい
う
文
章が
あ
る 。
こ
れ
は 、
沈
燥・
沈
煩兄
弟お
よ
び
呂
祖

倹
の三
人
が
同地
で
講
学
活
動を
行っ
たこ
と
を
記
念して 、
全
祖
望

が
記
し
た
も
ので
あ
る 。
こ
の
書
院
も
「
歴
代
学
校
書
院
考
略」
に
リ

ス
ト
アッ
プ
さ
れ
てい
るが 、
全
祖望がこ
の
書
院
記で
「
史浩は
老

年に
よ
り

致
仕
す
る
と 、
竹
洲
の一
隅を
下
賜
さ
れ 、
孝
宗は
「
四
明

洞
天」
と
題し
た
門
の一扇
額を
書し
て
与
え
た 。
こ
れ
が 、
い
わ
ゆ
る
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真
思
観
で
あ
る
〔
史
忠
定
王
師
老、
御
賜
竹
洲一
曲、
書
皇
局
書
四
明

洞
天
之
閥
以
題
之、
即
所
開閉
真
隠
観
者
也〕」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に、

実
質
的
に
は、
南
宋
時
代
に
宰
相
に
な
っ
た
史
浩
の
別
荘
地
で
あ
っ

た。
そ
し
て、
「
竹
洲
三
先
生
書
院
記」
は、
以
下
の
興
味
深
い
文
章

で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る。

先
に
先{呂
倉
公
が
竹
洲
を
手
に
入
れ
た
と
き、
沈
燦
先
生
の
た

め
に
書
院
を
建
て
よ
う
と
し
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た。
そ
の
後
竹

洲
は
し
ば
し
ば
主
人
を
変
え
て
い
き、
後
に
私
の
も
の
と
な
っ

た。
以
上、
顛
末
を
記
し
て
お
く。
[
先
宮
倉
公
之
得
竹
洲
也、

擬
局
端宝甲山
築
書
院
而
未
成、
其
後
竹
洲
屡
易
主、
而
後
担問
於
予、

乃
遂
事
一語
而
記
之。〕

「
先
宮
倉
公」
こ
と
全
天
叙
(「
授」
と
す
る
も
の
も
あ
る。
字
は
伯

典)
は、
こ
れ
ま
で
再
三
登
場
し
て
き
た
全
元
立
の
孫、
全
担
望
に

と
っ
て
は
高
祖
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る。
全
祖
望
は
彼
の
故
宅
(
竹

洲
に
ほ
ど
近
い
月
湖
河
岸
に
あ
っ
た)
で
誕
生
し
た。
そ
し
て、
先
祖

と
因
縁
深
い
こ
の
竹
洲
を
手
に
入
れ
た
全
祖
望
は、
先
祖
の
念
願
で

あ
っ
た
「
書
院」
を
「
復
興」
し
た
わ
け
で
あ
る。
先
祖
以
来
の
濃
密

な
記
憶
を
有
す
る
場
所
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
で
「
同
谷
三
先
生
書
院

記」
と
通
底
し
て
お
り、
寧
波
の
先
人
を
記
念
す
る
文
章
の
な
か
で、

全
氏一
族
の
歩
み
が
そ
れ
と
す
り
あ
わ
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い。

追
記
し
た
い
第
二
の
点
は、
こ
れ
ま
で
何
度
か
使
用
し
て
き
た
「
書

院
の
復
興」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る。
こ
こ
ま
で
の
論
述
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に、
こ
れ
は、
全
祖
望
の
活
躍
に
よ
っ
て
実
態
と
し
て

の
書
院
が
姿
を
も
っ
て
現
れ
た
と
い
う
よ
り
は、
全
祖
望一
の
記
録
に

よって
記憶の

勺イ喧編成/強化〕
が行われた、
と考えたほうが

事
実
に
よ
り
即
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
こ
の
こ
と
を、
全
祖
望

が
記
録
を
残
し
て
い
る
「
吊
東
静
清
書
院」
と
「
長
春
書
院」
を
例
に

と
っ
て
補
完
し
た
い。
こ
の
二
つ
の
書
院
は
そ
れ
ぞ
れ
鄭
清
之
と
高
間

に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
が、
全
祖
望
の
当
時、
前
者
は
「
読

園」
に、
後
者
は
「
庵」
に
成
り
果
て
て
い
た。
そ
こ
で
全
祖
望
は
こ

れ
ら
を
「
復
興」
す
る
の
で
あ
る
が、
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は、

以
下
の
点
で
あ
る。
も
と
も
と
は
鄭
清
之
が
楼
助
を
租
っ
た
こ
と
に
端

を
発
す
る
「
7南
東
書
院」
に
関
し、
寧
波
地
域
に
朱
烹
の
学
統
を
伝
え

る
大
き
な
功
績
を
有
し
な
が
ら
歴
史
的
に
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
史
蒙
卿
こ
そ
が
栗
主
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
全
祖
望一
は、
史

蒙
卿
のHす
を
加
え
て
改
称
し
た
「
吊
東
静
清
書
院」
を
「
復
興」
し
た

(「
前
東
静
清
書
院
記」)。
ま
た、
「
長
春
書
院」
に
つ
い
て
は、
宋
末

に
既
に
高
氏
の
子
孫
に
よ
っ
て
「
功
徳
道
場」
と
な
っ
て
い
た
同
地

を、
高
聞
の
「
正
島ご
を
顕
彰
す
る
た
め
に、
7」
こ
を
書
院
に
改
め、

高
閲
先
生
の→
耐
を
杷
り、
蒋
璃
も
並
び
杷
る
こ
と
に
し
た
(
改
見
書

院、
以
奉
憲
敏
之一
組、
而
配
之
以
季
荘〕」
(「
長
春
書
院
記」)
の
で
あ

る。
蒋
堵
は、

高
閲
と
交
遊
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
が、
彼
が
こ
の

「
長
春
書
院」
に
記
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は、
ひ
と
え
に、
彼
と

高
閲
と
の
交
遊
が
寧
波
学
術
史
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
全
祖
望
が
判

断
し
た
か
ら
で
あ
っ
て、
彼
自
身
が
同
地
に
特
別
な
因
縁
を
も
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い。
こ
れ
ら
二
つ
の
書
院
も
「
歴
代
学
校
書
院
考
略」

に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が、
い
ず
れ
も
全
祖
望
の

理
念・
学
術
史
観
に
従
っ
て
文
化
的
記
憶
が
再
編
さ
れ、
彼
の
記
録
に

よ
っ
て
そ
の
摩
史
的
意
義
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は、
こ
こ
ま
で
の

検
討
で
明
ら
か
で
あ
ろ
うc
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天一
閣・
二
老
閣・
岡
谷
三
先
生
書
院・
城
南
書
院に
関する
全
祖

望
の
記
録
を
紹
介し
なが
ら 、

場
所
の
中に
歴
史と
文
化と
を
看
取し

てい
こ
う
と
す
る
彼
の
姿
勢
を
確
認
し
て
き
た 。
彼は
非
常に
真
撃

に 、
寧
波
地
域
の
「
ゲニ
ウ
ス・
ロ
キ
(
土
地
の
霊)」
「

場
所
の
記

憶」
を
記
録し 、
継承
し 、
顕
彰し
よ
う
と
努め
た 。
こ
れは 、
決し

て
彼だ
け
に
見ら
れ
る
営み
で
は
ない
が 、
彼ほ
ど 、
前代
の
歴
史を

掘り
起こ
し
語り
継ぎ 、
後
世に
参照さ
れ
得る
記
録を
残
し
た
人
物

も 、
そ
うざ
らにい
る
も
ので
は
ない 。
こ
のこ
と
の
意
義は 、
何
度

強
調
して
も
足り
ない
ほ
ど
で
あ
り 、

寧
波
地
域
の
文
化
風
土
の
多く

は
彼
の
記
録に
よっ
て
作ら
れ
てい
る
といっ
て
も
過
言で
は
無か
ろ

う
高) 。
こ
の
点
を
確
認
し
た
う
えで 、
し
か
し
問
題は 、
そ
のよ
う

な
彼
の
営みが
偉大
で
あ
れ
ば
ある
ほ
ど 、
後
世
の
我々
は 、
彼
の
記

録
の
特
性に
意
を
払
う
必
要が
生
じ
て
く
るとい
うこ
と
で
ある 。
全

祖
望が
のこ
し
た
蔵
書
楼・
書
院
の
記
録は 、
い
ま
ある
も
のを
そ
の

ま
ま
記
し
録
し
た
とい
う
よ
りは 、

A7あ
る
も
の
の
奥に
あっ
て
そ
れ

を
支えてい
る
歴
史
性・
理
念
性を
掘り
起こ
し 、
そ
れ
を
継
承・
顕

彰し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あっ
た 。
寧
波に
対
す
る
強
烈
な
「

場
所

愛」
が
そ
れ
を
突
き
進め
てい
た 。
そ
し
て 、
現
代
の
我々
を
含む
後

世
の
人
聞は 、
全
祖
望
のそ
のよ
う
な
記
録
特
性を
帯
びた
史
資
料を

利
用
して
き
た
わ
けで
ある 。
記
録
の
根
底に
ひ
そ
む
記
憶と
記
念と

を
も
理
解し
た
う
えで
利
用
し
ない
と 、
い
つ
ま
で
たっ
て
も全
祖
望

史
観
の
安
易な
再生
産で
終わっ
て
し
ま
うこ
とに
なる
だ
ろ
う 。

注(
1)

鈴
木
博之
『

場
所に
聞
く 、

世
界
の
中
の
記
憶』
(
王
国
社 、

二
O
O五
年)
一
三
八
頁

(
2)
『
宋
元学
案』
に
対
す
る
噌
補
修
訂
作
業か
ら
全
祖
望
の
思

想
史
観を
摘
出し
た
研
究に 、
何
俊「
宋
元
儒学
の
再
構
築と

清
初
の
思
想
史の
歴
史
観
|『

宋
元
学
案』
全
氏
補
本を
中
心

と
し
た
考
察
l」

(
鈴
木
弘一
郎
訳 、
『
中
国
|

社
会
と
文
化』

第二
O
号 、
ニ
O
O五
年)
が
あ
り 、
参
考に
なる 。

(
3)
イ
1
フ
1・
トゥ
アン
『
ト
ポ
フィ
リ
ア
|人

間と
環
境』

(
小
野
有五・
阿
部一
訳 、
せ
り
か
書
房 、
一
九
九二
年)
を

参
照 。

(
4)
「
漸
東
学
派」
に
対
す
る
私
見に
つ
い
て
は 、
早
坂
俊
康

「
関
子
《
宋
元学
案》
的

少
幅削
学ψ
概
念
i

作
為
話
語
表
象
的

♂氷
嘉ヘ

。
金
輩。
和

。
四
明。
!」

(
陳
輝
訳 、
『
漸
江
大
学

学
報』
(
人
文
社
会
科学
版)
第三二
巻
第一
期 、
二
O
O二

年)
とい
う
論
文
を
参
照さ
れ
たい 。

(
5)
豊
坊(
後に
名
を
道
生
に
改
め
る) 、
字は
人
翁 、
別
号
を

南国
外
史とい
う 。
彼につ
い
て
は 、
平
岡武
夫「
古
書
の
幻

想
と
文
字
の
魅
惑
l豊

坊
の
古
書
世
学』
(『
経
蓄
の
伝
統』 、

岩波
書
庖 、
一
九五一
年 、
所
収)
を
参
照 。
ま
た 、
東
京
大

学
出
版
会か
ら
刊
行
予
定
の
「
東ア
ジ
ア
海
域に
漕
ぎ
出
す」

シ
リ
ー

ズ
第二
巻
『
文
化
都
市・
寧
波』
に 、
城
西豊
氏に
関

す
る
近
藤一
成
氏
の
論
考
が
あ
る
の
で 、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た

‘uw
 

(
6)
天一
閣
の
蔵
書と
万
巻
楼と
の
関
係につ
い
て
は 、
虞浩旭
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『
歴
代
名
人
与
天一
閣』
(
寧
波
出
版
社、
二
O
O一
年)
に
考

証
が
あ
り、
参
考
に
な
る。

(
7)

煩
墳
に
わ
た
る
た
め、
人
名
に
関
す
る
細
か
い
注
記
は
省
略

す
る。
こ
こ
で
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
吊
上
撃
統」
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は、
早
坂
俊
虞・
安
部
力・
荒
木

龍
太
郎・
久
米
同町
子・
黒
閃
秀
教
「
全
祖
望
「
書
院
記」
訳

注」
(『平
成一
七年
度1一
二
年
度
文
部
科
学
省
科学
研
究
資

補
助
金・
特
定
領
域
研
究

東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝

統
文
化
の
形
成
i
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創
生

研
究
報

告
書』
第一二
巻、
五
八
七
|
六
三
六
頁)
を
参
照
さ
れ
た
い。

本
稿
は、
こ
の
共
同
研
究
抜
き
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
も
の
で

あ
り、
共
同
研
究
者
の
各
位
に
謝
意
を
表
し
た
い。
な
お、
こ

の
共
同
研
究
の
起
爆
剤・
導
き
手
と
な
っ
た
論
文
に、
佐
藤
仁

「
全
祖
望
撰
「
慶
暦
五
先
生
書
院
記」

考」
(
同
氏
『
宋
代
の
春

秋
学
i
宋
代
士
大
夫
の
思
考
世
界

』

所
収、

二
O
O
七
年、

研
文出
版)
が
ある。

(
8)

全
元
立、

字
は
汝
徳、

号
は
九
山、

都
県
の
人c

嘉
靖
一

四

(一
五
三
五)
年
の
進
士。
翰
林
学
士、
工
部
侍
郎
等
を
務
め

た。
専
権
を
握
っ
て
い
た厳嵩
と
激
し
く
対
立
し
た
と
い
う。

彼
は、
全
祖
望
の六世
祖
で
あり、
祖
望
が
特
に
敬
慕
し
た
祖

先
の
一
人
で
あ
る。
王
永
健
『
全
祖
望
評
伝』
(
南
京
大
学
出

版
社、
一
九
九
六
年)
五

二百一
を
参
照。

(
9)

鶴
浦
は
半
滞
と
も
い
い、
現
在
の
寧
波
市
半
浦
鎮
の
こ
と。

二
老
閣
の
所
在
地
(
建
物
は
現
存
せ
ず)。
な
お、
二
老
閣
の

み
な
ら
ず、
寧
波地
域の
蔵
書
楼につ
い
て
は、
路
兆
平『
書

二
O
O
O
年)
が
参
考
に
な

城
頭
記』
(
上
海
古
籍
出
版
社、

ザ匂。

(
叩)

全
祖
望
の
学
問
が
「
情
感
に
富
み、
正
義
に
心
酔
し、
故
国

に
対
す
る
岡山
い」
に
満
ち
て
い
る、
「
内
か
ら
外
へ
と
向
か
う

学
問」
で
ある
点を、
既
に
杜
維
運
氏
が
「
全
祖
望之
史学」

(『
清
代
史
学
与
史
家」、
東
大
図
書
公
司、
一
九
八
四
年)
に

お
い
て
指
摘
し
て
い
る。

(
刊)

全
祖
望
の
書
院
記
に
つ
い
て
は、
注
(
7)
に
掲
げ
た
研
究

報
告
書
に
全
訳
が
載
っ
て
い
る
の
で、
参
照
さ
れ
た
い。
た
だ

し、
本
稿
で
は、
訳
を一
部
改変
し
て
引
用
し
て
い
る
箇
所
が

φの
4φ。

(
ロ)

早
坂
俊
直属
「
寧
波
に
お
け
る
知
の
営
み
と
そ
の
伝
統」
(『
信

大
史
学』
第三三号、
一
l!
二
O
頁、
二
O
O八
年)
が
類似

の
話
題
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て
い
る
の
で、
参
照
さ
れ
た

(
叩)
「
淳
照
四
先
生
詞
堂
碑
文」
「
四
先
生
伺
堂
碑
陰
文」
(
外
編

巻一
四)
「
奉
臨
川
先
生
帖
子」
「
答
臨
川
先
生
問
淳
照
四
君
子

世
系
帖
子」
(
同
巻
四
四)
な
ど
を
参
照。

(
同)
こ
こ
で
仮
に
「
文
化
風
土」
と
称
し
た
事
柄
に
つ
い
て
は、

以下を
参
照。
「
人
聞
は、
自
ら
の
行
為
を
ミ
ュ
トス
(
筋
立

て)
に
よ
っ
て
語
る
生
き
物
で
あ
る。
:::
こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は、
そ
の
よ
う
な
語
り
を
つ
う
じ
て、
語
ら
れ
る
事
柄
が

物
語へ
と仕
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
て、
語
り合
う
と
い
う

行
為
を
つ
う
じ
て、
個
々
の
経
験
を
共
同
的
な
経
験
に
接
続
す

る
空
間
の
シ
ス
テ
ム、
い
わ
ば
〈
物
語
の
空
間〉
が
出
来
と



かつ
てゆくということである。
ごく簡単にいえば、
風

土とは
そ
う
した
物
語空
間そ
の
も
ので
あ
り 、
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
が
行
き
交い
つ
つ 、
語
る
行
為
を
交
す
こ
と
の
で
き
る

〈
場

所
の
ネッ
ト
ワ
ー

ク〉
に
他
な
ら
な
い 。」
(
木
岡
伸
夫

「
沈
黙と
語り
の
あい
だ」 、
安
彦一
恵
他
編
『
風
景の
哲学』 、

ナ
カニ
シ
ヤ
出
版 、
二
O
O二
年 、
四
六
|四

七
頁) 。
なお 、

よ
り
本
格
的に
展
開さ
れ
た
議
論と
し
て 、
同
じ
く

木
岡
伸夫

氏に
『
風
土
の
論
理
地
理
哲
学へ
の
道』
(ミ
ネル
ヴア
書

房 、
二
O一
一
年)
が
あ
り 、

参
考に
な
る 。

211場所の記憶/全祖望の記録
〔
付
記〕
本
論文は 、
二
O一
0
年
度
3二

O
二二
年
度
科学
研
究
費

補
助
金・
基
盤
研
究
(
C)
「
清
朝
中
期
以
降
の
寧
波に
お
け
る
文
化

保
存
の
精
神
史」
(
代
表 ・
早
坂)
に
よ
る
成
果
の一
部
で
あ
る 。
た

だ
し 、
そ
の
着想は 、
二
O
O五
年
度1二
O
O
九
年
度
科
学
研
究
費

補助
金・
特定
領域
研
究
「
東アジ
ア
の
海
域
交
流と
日
本
伝
統
文
化

の
形
成
!

寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創生」
(
代
表一
小
島
毅)
内

の
計
画
研
究
「
寧
波に
お
け
る
知
の
営
み
と
そ
の
伝
統

1学
脈・
宗

族・
ト
ポ
フィ
リ
ア
l」

(
代
表一
早
坂)
に
拠
る
共
同
研
究に
端
を

発し、
内容の
二部を阿特定
額成研究主催の{焦点としての寧

波・
漸
江
l

文
化
の
多
層
性と
そ
の
環
境
|」

(二
O
O
八
年
七
月二

七
日 、
東京
大
学)
で
報
告
し
てい
る 。
ま
た 、
二
O
O
九
年七
月二

三
日に
天一
閣
博
物
館で 、
二
O一
一
年五
月三
O
日に
漸
江
大
学
人

文
学
院で 、
や
は
り
内
容の一
部を
報
告
し
た 。
そ
の

場で
有益
な
助

言を
く
だ
さっ
た
方々
に
対し 、
こ
こ
に
謝
意
を
記し
たい 。


